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会社概要

会社名

創業

東京本社

鹿児島本社

事業内容

有限会社シューコーポレーション

1990年4月10日（今期で36年目）

東京都狛江市中和泉３－２６－１

鹿児島県曽於市財部町南俣１３４３

南九州畜産獣医学拠点内レンタルオフィス５

畜産・水産等の一次産業の環境改善支援事業
（独自特許技術による「BOリアクター」を製造・販売）
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:

:

:



会社概要

見えない課題に、技術とまなざしを。

持続可能な社会の循環を、水処理技術でつなぎ直す

私たちは、単に製品を販売するメーカーではなく、

地域の課題を深く理解し、

共に解決策を創り出す共創パートナーです。

事業ビジョン・ミッション



水処理技術で現場課題を改善し、
循環型地域社会の橋渡しを目指します

目指すビジョン

畜産業における
循環システム例



・安心の水を家庭全体で利用

・貯水槽や配管の
清掃コスト低減

・地下水成分改善
(鉄,マンガン等)

・工業排水処理
コスト低減

・土壌改良

・メタンガス抑制

・ビタミン含有量
増加

・底泥環境改善

・生育環境向上による
コスト低減

・飲水改善

・畜舎悪臭低減

・増体促進

・堆肥完熟促進

BOリアクターの活用フィールド

畜 産 業

農 業

漁 業

工 業 一 般 生 活



ソーシャルXアクセラレーション



テストベッド・アイランド沖縄

https://testbedislandokinawa.com/interviews/SfNY6dRR

https://testbedislandokinawa.com/interviews/SfNY6dRR

沖縄ITイノベーション戦略センターから
沖縄での取り組みについてインタビューを受けました

https://testbedislandokinawa.com/interviews/SfNY6dRR
https://testbedislandokinawa.com/interviews/SfNY6dRR


「BOリアクター」とは

製品紹介



製品紹介

「BO」＝

「Bio 」＋「Oxidation」

酸素を使う微生物の活動を促進

・悪臭の発生を抑制

・汚濁の分解促進



直径：約11cm

高さ： 22cm

コンパクト設計

製品紹介



内部構造

日本の地層から着想を得た

3層構造



貯水槽・水槽・いけすに吊すだけ
※エアポンプ使用

設置方法



海中におけるBOリアクターの循環イメージ

海中におけるBOリアクターの循環イメージ 生簀へ設置した場合 の イメージ

生簀内の海水と海底環境を同時に改善

小さな渦が重なり、広範囲で大きな渦を形成

海底ヘドロを分解し、潮の流れで自然に分散



簡易MBBR様構造による
微生物活性化

水流に影響しない配列に括られた細孔担体
高耐久性を実現した独自焼成セラミック

酸素供給 ＋ プレート細孔
＝ 効率の良い酸素溶解

多孔板による高効率酸素溶解

回転水流による
デッドゾーンの少ない酸素運搬

プレートの羽による回転水流が
効率よく処理水を拡散

微生物活性 微小バブル 攪拌

MBBR法 マイクロバブル 攪拌機

× ×

BOリアクターの構成要件



生産現場への導入のしやすさにこだわった
３つの強み

設置が
簡単

メンテナンス
も簡単

① ② ③

コストが
安価

BOリアクターの導入メリット



設置が
簡単

ランニング
コストが

安価

メンテナンス
も簡単

作業は
吊るすだけ

既設の設備に
後付け可能

消耗品はなく
清掃のみで

ずっと使える

専門的な管理は
不要

エアポンプの
電気代のみ

（年間約2万円程度）

５０万円/台で
数百万規模の
資材費を代替

生産現場への導入のしやすさにこだわった
３つの強み

BOリアクターの導入メリット



【従来の曝気装置】溶存酸素が偏在
微生物の活動が槽の一部に限定される。

槽内の溶存酸素を均一化し、

汚濁物質の分解を飛躍的に促進することが可能

BOリアクターの効果



【BOリアクター】溶存酸素が均一化
微生物の活動をより一層促す。

【従来の曝気装置】溶存酸素が偏在
微生物の活動が槽の一部に限定される。

槽内の溶存酸素を均一化し、

汚濁物質の分解を飛躍的に促進することが可能

BOリアクターの効果



愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)

設置：2025年7月8日

台数：3台

水深：16〜23m(すり鉢

状)

生簀：25台

設置の様子

黒紐でカゴを

作成し吊り下げ

海中の写真



海底の

ヘドロ改善

現場の課題

生育環境

向上
白点病対策

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)



イカリとロープに

付着するヘドロの量が

減っていた

設置後 1週間 での 変化

他にも…

ヘドロ臭が弱くなっていた

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)



ダイバーから
「ヘドロがない」
と報告を受ける

2025/8/18 視察時

設置前より
海に魚が多く

戻ってきている
トラフグ、アジ、グレ、

チヌ、タマイシ(貝)

特にアジは例年、
梅雨以降にはいな
くなっていたが
現在も多数いる

設置後 1ヶ月半 での 変化

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)



・ヘドロ臭は一切なし

・へい死数の大幅減少
例年：1000〜2000匹

→今年は100匹以下に

・毎年8月末には白点病発生

今年は発症なし
→2026年2月現在も発症なし

・エサは1週間に1回へ
生産単価、効率ともに全国1位に

・前回視察時の魚や貝が
住み着いている

・稚魚の成長も好調

・肌虫がつかず、傷もない

・理想的な回遊をみせている

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)

2025/9/16 視察時

ユーザー所感

設置後 2ヶ月半での 変化



設置から41日 (2025/8/18)

リアクターの様子

社 外 秘愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)

いけす内の様子



魚の様子の変化

2024年 2025年



海底ヘドロが消滅



ポリ網(銅染め)の汚れの付着が大幅に減少



DO値(溶存酸素)測定を実施

測定ポイント

BO設置(いけ

す)

沖合

1

2

・使用機器
DO-5509 溶存酸素計サトテック

沖合

BO設置(いけす)

設置から99日 (2025/10/14)  ー DO値(溶存酸素)測定

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)



BO設置(いけす)

沖合地点

2024年 2025年

8.5

9.2

BO設置前(いけ

す)

沖合地点

6.4

7.2

設置から99日 (2025/10/14)  ー DO値(溶存酸素)測定

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)



・エドの発生が2025年は1万尾中 5匹で終えた

・生産効率がよくなり、時間が有効活用できるようになった

・できた時間で品質向上への検討など別の作業ができるように

・予備投薬をせず夏場を乗り越えられた

・生産者として自信を持って出荷できることがなにより嬉しい

愛媛県宇和島市 有限会社 兵頭水産 (鯛養殖)

現場の声



愛媛県宇和島市 山下 登 氏 (ヒラメ養殖)

水槽の様子

設置：2025年10月15日

台数：3台

水槽：14個

取水パイプ内部へ設置し、全水槽に利用



愛媛県宇和島市 山下 登 氏 (ヒラメ養殖)

トライアル期間中の設置場所
①水槽(1個)  ②排水パイプ ③海面

BO

水の流れ



愛媛県宇和島市 山下 登 氏 (ヒラメ養殖)

BO

水の流れ

1ヶ月半すぎて、BO設置の水槽だけ

エサぐいがよくなった
(他より1kgほど多い)

2026年1月〜 3台レンタル決定



長崎県長崎市 マルシゲ水産(鯛・トラフグ・シマアジ養殖)

設置：2025年12月11日

台数：2台

水深：10〜13m

生簀：26台

設置場所
①いけすの中央付近
②端 (海流の入り口側)

課題
・白点病
・稚魚の成長促進
・肌虫
・網汚れによる酸欠防止

長崎市チャレンジ水産業
補助金 採択



愛媛県宇和島市 株式会社タイチ –トライアル実施中

設置：2025年12月6日

台数：4台

水深：15〜30m

設置場所
①出荷前いけす × 2
②沖合いけす × 2

課題
・白点病
・稚魚の成長促進
・肌虫
・網汚れによる酸欠防止

労働負担軽減

所感レポート
・取付後すぐ白点が発生していた生簀内の鯛を出荷

その後、別の生簀をもってきたが出荷前生簀で発生していた白点病発生はなし
・出荷前生簀にペットとして飼育中の鯛の白点が落ち着く
・肌虫の付着がないように見える、網にこする様子がない
・付近の湾ではウイルス性の病気発生しているが、2026年1月の時点では発生な
し



兵頭水産での現象に対する見解・仮説

高頻度のエサやり

食べこぼしが沈殿

フン増加

海底に堆積(ヘドロ化)

海底で微生物が

有機分解に酸素を利用

海底の生物種の減少
海底生物の活動による

浄化の循環が滞る

海面養殖の環境悪化
サイクル (例)

水中の
有機物増加

ヘドロの増加

水質悪化
海面付近への悪影響
酸欠によるへい死

白点病等の原因虫

発生

海底の
貧酸素化

社 外 秘



兵頭水産での現象に対する見解・仮説

エサやり頻度 減少

(ウミトロン利用)

食べこぼし・フン 減少

海底への堆積物 減少

微生物が酸素を

利用し有機物を分解

(ヘドロの減少)

海底の生物種の増加

海底生物の活動による

浄化の循環の再開

現象の仮説

BOリアクター効果

・DOの均一化と維持

・微生物の分解を促進

DO安定による

増体促進

水質改善

生簀付近の酸素化

白点病等

発生予防 海底の
貧酸素化の解消

BOリアクター効果

・貧酸素水塊からの防護

・生簀内のDO安定化

仮説への見解

エサの頻度の調整やBOリア

クターの効果など複合的な

条件が揃うことで、海本来

の循環が取り戻された状態

になる。

社 外 秘



90L 
塩素除去市水

10L 
池の水

BO

有機たい肥
450g
(大豆＋鰹)

溶媒として、塩素をフィルタ除去した市水
＋

微生物として、池の水
＋

有機物としてたい肥

自然の水環境を、これら３要素で再現

溶存酸素 検証実験
BOを設置した槽（左）と、
BOのボディに散気管のみ取付け設置した槽（右）に対して、
同量の送風30L/60secを行い、
微生物分解過程をモニタリングした。

エアレーション
30L/60sec

90L 
塩素除去市水

10L 
池の水

BO
筐
体

有機たい肥
450g
(大豆＋鰹)

エアレーション
30L/60sec

左 右



90L 
カルキ抜き水

10L 
池の水

BO

有機たい肥
450g
(大豆＋鰹)

9/11 左 9/11 右

分解の初期過程は泡が大量に発生した。
これは、従来の知見に沿う反応である。
定性評価として、
左の槽のほうが泡が細かいように見える

溶存酸素 検証実験



曝気処理過程は、各種指標は同様の振る舞いを見せる。
DO値は、BO側の槽(左)のほうが低くなる傾向が見える。
同量の有機物に対し、同量のエアーを送っているため、

微生物によるDOの消費が活発
→微生物による有機物分解反応が活性化している

という可能性が示唆される

溶存酸素 検証実験



３日後
たい肥、BOを取り出し、放置しながらモニタリングを行った。

徐々にDO値が低下していく様子が確認でき、各種指標は左右どちらの槽も同様の振る舞いを見せる。

DOについて、BO処理層のほうが数値が安定しており、ばらつきが少ない傾向が見える。
これは、測定の際の実感に即している。
DO計の示す数値のばらつきが、BO処理槽のほうが安定していることが、作業者の体感として確認されている

溶存酸素 検証実験

これをきっかけに、溶存酸素とその均一性に着目し、検証を継続



9/14→9/22 ８日間、
たい肥、BOを取り外した液槽について、
蓋をして放置した後、再度各種測定を行った。

両槽ともDO 1 mg/L 以下の値を示す。
泡は消えており、DOを使い果たして微生物分解
が止まっている、
あるいは遅くなっていると思われる。

これらの層を、BOを戻し再曝気した。

すると、左の槽は細かい泡が水面に生じる程度に対
し、
右の槽は、放置前と同様のもこもこした大きな泡が
発生した。

これまでの知見からも、有機物分解の初期の段階で
泡が発生した後、処理が進むと泡は消えることがわ
かっている。

そのためこの結果は、
静置環境下で、溶存酸素を消費しながら水中有機物
を分解する過程において、
BO処理水である左槽が、通常曝気である右槽より、
微生物による有機物分解過程が促進されることを示
唆する結果である、と考えられる。

溶存酸素 検証実験

mV

mS

mV

mS

mg/L

mg/L

100L
BO処理後放置水

BO

エアレーション
30L/60sec

100L 
曝気後放置水

BO
筐
体

エアレーション
30L/60sec

左

右



その後、9/30まで８日間、各槽を再度静置
BOを左槽に設置、ボディのみ右槽に設置し、エアは送らず、棒で静かに攪拌しながら、
水面と底のDO測定を行った。

溶存酸素の低い水に対して、エアレーションを行わず、
自然水流が存在するときの効果を検証するためである

溶存酸素 検証実験

8日間静置した低DO
BO処理後放置水 100L

BO

8日間静置した低DO
曝気後放置水 100L

BO
筐
体

8日間静置した低DO
BO処理後放置水 100L

BO

8日間静置した低DO
曝気後放置水 100L

BO
筐
体

エアレーションは行わず、
静かに攪拌

塩ビパイプを用いて、静かに手動で攪拌

水面付近のDO測定

底面付近のDO測定



差分

溶存酸素 検証実験

BOを設置している槽の方が、
攪拌による
水面と底のDO値の収束が早い傾向が見える

曝気なしの自然水流によって、
DOの均一化が促進される可能性を示唆する結果と考えられる

BO

筐体のみ
筐体のみ

BO

BO 筐体のみ



塩素除去市水
（溶存酸素 高）

BO処理水
（溶存酸素 低）

60L DO 低

38L DO 高
水面

中間（界面）

底

DOの低下した水を40L汲出し、
60Lにまで減らした。
水面にBO上端が来るよう設置

カルキ抜きした市水38L（DO７前後）
を静かに追加。

棒で水を静かに30回ずつ攪拌し、
水面、中間、底の三か所のDOを測定した。

DOの差が、左槽のほうが少なく、右槽の
ほうが、
DO値の差が固定化されている傾向が示さ
れている。

溶存酸素 検証実験

8日間静置した低DO
BO処理後放置水 100L

BO

汲出した低DO
BO処理後放置水 40L

低DOBO処理後放置水 60L

BO

カルキ抜きした市水38L
（DO７前後）
を静かに酢面に追加。

極力水量を弱めた塩素除
去した市水を、
水面すぐ上に静置した板
で受けながら、静かに注
いだ



左 BO投入 右 BO筐体のみ

カルキ抜き水
（溶存酸素 高）

処理水
（溶存酸素 低）

60L DO 低

38L DO 高
水面

中間（界面）

底

DOの低下した水を60Lにまで減らした。
水面にBO上端が来るよう設置。
カルキ抜きした市水38Lを静かに追加。
棒で水を静かに30回ずつ攪拌し、
水面、中間、底の三か所のDOを測定した。

DOの差が、左槽（BO処理水）のほうが少ない。
右槽（通常曝気）のほうが、
DO値の差が固定化されている傾向が示されている。

溶存酸素 検証実験

塩ビパイプを用いて、
静かに手動で攪拌



前回測定した各槽と、取り出していた40L槽について、
攪拌実験から７日間放置後、表面と底のDOを測定した。
BO処理側のほうが、表面と底のDO値の差が少ないことがわかる。
40L槽については、一度もBOを設置していない。
BO処理した水を静置し、移送した場合においても、
溶存酸素の空間均一性向上の効果が維持されることを示唆する結果である。

カルキ抜き水
（溶存酸素 高）

処理水
（溶存酸素 低）

60L DO 低

38L DO 高

処理水
（溶存酸素 低）

40L DO 低

溶存酸素 検証実験

通常曝気 BO処理

BO処理通常曝気



セラミックボディのため、曝気すると浮かび上がり回転してしまった。
錘を三つ付けて固定

鶏糞 7 cm

BO

13 cm

13 cm

水槽に、鶏糞10kgを投入
水分を含ませ押し均し、海底に堆積した有機物を模倣

水を張り、BOで曝気を行い、様子を観察する

BO曝気 海底再現実験



BO曝気 海底再現実験

BOリアクターで曝気し始めると
底面に対して平行に滑るような
水流が確認できる

真上から覗き込んだ際、
反時計回り方向である



BO曝気 海底再現実験

BO筐体のみで曝気
（通常のエアレーション）を行うと、
反時計回りの水流は確認されない。
壁面での反射と、
衝突した水流が勢いを相殺し、
上部に緩やかに登るような
流れが確認できる



2日間曝気したところ、泡が発生
堆積鶏糞の表面は、
ふわふわとした毛のような構造物に覆われている

BO曝気 海底再現実験 2日間継続



782217411.315860.mp4

水槽壁面全体にも、
ふわふわした構造物が付着している

堆積物にグラデーションができており、
水面側は明るい黄色に、
底に行くほど色は黒くなっている。
黒い液体が堆積物の隙間にたまっており、
嫌気発酵のようにも見える

BO曝気 海底再現実験 2日間継続



13 cm

鶏糞 7 cm

BO

13 cm

13 cm

鶏糞

7 cm

BO

13 cm

13 cm

さらに5日間曝気継続

BO上端のみ付着物無し。
水流が原因だと思われる。
ふわふわした物質が増加。

堆積物上端の様子が変化し、
明るい色の層の厚みが増加

BO曝気 海底再現実験 ７日間継続



2日後

7日後

茶色い液体が、
堆積物の中から噴出
ガスを含んでいると考えられる

BO曝気 海底再現実験 比較



少し底面の黒色層が減少して
いるように見える

黒色層は嫌気状態であり、そ
こで生成された黒色の液体が
水中側に漏れ出し、分解され
ていると考える。

黒色の液体が無くなるときは、
底面の層がすべて茶色になり、
泡が止まると予想。

7日目 ９日目

BO曝気 海底再現実験 比較

こうして生成される液体が液肥
の正体であり、腐植質を多量に
含んでいると考えられる



腐植について

https://uitec.net/fushokutohadojoukatotaihitonochigai.html

https://uitec.net/fushokutohadojoukatotaihitonochigai.html


腐植について

腐植化のプロセス
有機物が腐植になるプロセスを
「腐植化」と呼びます。

粗大有機物の分解：糖類やタンパク質など、
分解されやすい成分が微生物のエサとなり、
急速に消費されます。
微生物の代謝と合成：微生物は有機物を分解する一方で、自らの体を作ったり、粘着物質（代謝産物）を
出したりします。
縮合・重合：微生物の遺体や、難分解性のリグニンなどが複雑に結合（縮合）し、黒色の高分子化合物へ
と変化していきます。
このプロセスには長い時間がかかります。完熟堆肥と呼ばれるものでも、土壌中での腐植化はまだ続きま
す。
したがって、単に「有機物を入れればすぐに地力が上がる」わけではなく、長期間にわたる継続的な投入
によって初めて、土壌の腐植含量（地力）がベースアップされるのです。

https://uitec.net/fushokutohadojoukatotaihitonochigai.html

https://uitec.net/riguninbunkaibioutotaihikanoshikumi.html
https://uitec.net/fushokutohadojoukatotaihitonochigai.html


水流による有機物分解を確認

セラミックボールの働き？

腐植生成とBO関係

腐植には、農地において、
連作障害防止や、
有害センチュウの活動抑制効果あり。

海底においても、
この現象を拡張されるとすれば、
有害虫や病気の発生を抑制する可能性
がある



実験まとめと今後の検証課題まとめ

・BOリアクターによる溶存酸素均一化、その効果持続を確認

・BOリアクターによる特殊乱流を確認
この水流が、曝気効率の向上に寄与していると考えられる

・堆肥をさらに分解することで、ふわふわとした構造物の発生を確認
これは、「腐植」であると考えらえる。

・海底ヘドロのような、底面堆積物も、BOリアクターの水流によって分解されることが確認

●今後の検証課題
・海のような開放系に設置した際の効果範囲の推定方法
・自然水流と曝気水流の効果比較
・BOの各種構成要件と効果の関係解明、それによる新たな製品開発
・腐植生成効果により生成される液肥の効果解明と、資材としての利用価値探索
・環境に合わせた設置方法のノウハウ蓄積、アタッチメント等の開発
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